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章
、
心
に
残
る
美
麗
か
つ
適
格
な
絵
と
写
真
、
堅
牢
な
装
値
、
上
質
の

用
紙
、
美
し
く
正
確
な
印
刷
な
ど
、
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も
、
本
書
に

は
人
間
の
心
と
、
人
間
が
生
み
だ
し
た
自
然
科
学
、
歴
史
、
文
学
、
芸

術
な
ど
が
潭
然
一
体
と
な
っ
て
躍
動
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
関
心
の

あ
る
個
人
の
み
な
ら
ず
、
図
書
館
な
ど
の
多
く
の
公
共
機
関
で
永
久
に

保
存
さ
れ
る
べ
き
名
著
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

（
藤
田
尚
男
）

「
本
草
学
と
洋
学
小
野
藺
山
学
統
の
研
究
』

小
野
藺
山
の
門
人
・
飯
沼
慾
斎
が
、
我
が
国
最
初
の
近
代
的
植
物
図

譜
『
草
木
図
説
」
を
「
閉
居
絶
客
」
し
て
執
筆
し
た
と
の
通
説
が
あ
る
。

は
た
し
て
、
「
閉
居
絶
客
」
し
て
科
学
的
自
然
研
究
が
で
き
た
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
著
者
の
素
朴
な
疑
問
か
ら
出
発
し
た
の
が
、
こ
の
研
究
害

で
あ
る
。

日
本
の
本
草
学
は
江
戸
中
期
以
降
、
い
く
つ
か
の
学
統
が
形
成
さ
れ

る
が
、
小
野
蘭
山
に
よ
っ
て
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
本
草
学
の
通
俗
的
な
も
の
で
は
な
く
、
京
都
で
本
草
家
塾
を

開
い
て
い
た
蘭
山
の
学
統
を
考
察
の
対
象
に
し
て
、
洋
学
の
影
響
を
受

〔
ミ
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ロ
ス
コ
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出
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会
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潟
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九
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○
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五
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定
価
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六
○
○
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遠
藤
正
治
著

け
国
際
的
視
野
を
備
え
た
博
物
学
的
な
本
草
研
究
の
実
態
を
探
り
、
一

八
五
六
年
に
美
濃
出
身
の
飯
沼
慾
斎
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
我
が
国
最

初
の
近
代
的
植
物
図
譜
「
草
木
図
説
」
誕
生
の
環
境
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
Ｏ慾

斎
と
同
じ
岐
阜
在
住
の
著
者
が
、
二
○
○
三
年
ま
で
の
二
十
数
年

間
に
わ
た
る
調
査
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
論
文
を
改
訂
・
再
編

成
し
て
ま
と
め
た
集
大
成
で
あ
る
。
藺
山
が
『
本
草
綱
目
啓
蒙
」
を
著

し
た
の
は
、
一
八
○
三
年
の
こ
と
で
、
奇
し
く
も
ち
ょ
う
ど
二
○
○
年

後
の
同
じ
岐
阜
の
地
で
藺
山
学
統
に
つ
い
て
の
本
書
が
ま
と
め
ら
れ
、

京
都
で
出
版
さ
れ
て
、
蘭
山
の
業
績
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
た
る
こ
と
と
な

っ
た
。蘭

山
の
業
績
は
、
島
田
充
房
と
の
共
著
「
花
彙
」
や
「
本
草
綱
目
啓

蒙
」
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
千
人
を
こ
え
る
門
人
を
育
て
、
そ
の

学
統
に
よ
っ
て
江
戸
末
期
の
本
草
学
の
大
隆
盛
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

も
重
要
な
業
績
に
数
え
て
よ
い
。
特
に
、
尾
張
出
身
の
水
谷
豊
文
・
伊

藤
圭
介
あ
る
い
は
美
濃
出
身
の
飯
沼
慾
斎
ら
を
育
て
、
彼
ら
に
よ
っ

て
、
洋
学
を
採
り
入
れ
た
博
物
学
へ
の
転
換
が
は
か
ら
れ
、
日
本
に
お

け
る
近
代
的
自
然
史
研
究
の
端
緒
が
開
か
れ
た
点
は
特
筆
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
、
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

藺
山
の
東
ア
ジ
ア
的
な
本
草
学
と
そ
の
学
統
の
洋
学
研
究
と
は
い
か

に
む
す
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
本
草
学
が
、
中
国
本
草
学
の

受
容
に
成
功
し
た
後
、
中
国
の
本
草
学
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
独
自

の
展
開
を
始
め
た
の
は
江
戸
中
期
以
降
で
あ
る
。
中
国
の
本
草
学
が
薬

性
論
に
偏
っ
て
多
分
に
自
然
哲
学
的
な
考
究
に
向
か
っ
た
の
に
対
し
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〔
思
文
閻
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
Ｉ

’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
二
○
○
三
年
四
月
、
Ｂ
五
判
、
四
○
九
頁
、

本
体
七
二
○
○
円
〕

て
、
日
本
の
本
草
学
は
薬
理
よ
り
も
名
物
学
、
物
産
学
、
博
物
学
的
傾

向
が
強
く
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
蘭
学
、
西
洋
博
物
学
の
影
響
を
受
け

て
著
し
く
加
速
さ
れ
、
江
戸
末
期
に
お
い
て
近
代
自
然
科
学
的
な
研
究

が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
要
因
と
な
っ
た
。

私
自
身
も
尾
張
に
在
住
し
、
美
濃
を
生
活
圏
に
し
て
い
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
な
ぜ
尾
張
と
美
濃
の
本
草
学
が
著
し
く
近
代
博
物
学
的
な
展

開
を
示
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
う

し
た
視
点
か
ら
も
、
地
域
に
縁
の
深
い
本
草
学
者
達
の
系
譜
と
業
績
に

つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
本
書
は
、
待
望
の
害
で
あ
っ
た
。

著
者
は
、
昨
年
の
十
一
月
二
十
一
日
に
も
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物

館
図
書
室
に
文
献
調
査
の
た
め
に
来
館
し
て
、
『
医
学
館
御
薬
園
植
附
』

「
藺
方
枢
機
』
「
和
蘭
局
方
」
を
閲
覧
さ
れ
た
。
特
に
「
医
学
館
御
薬
園

植
附
」
を
熟
覧
す
る
姿
は
印
象
深
く
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
よ
う
に
各

地
へ
直
接
に
出
向
き
、
原
資
料
を
探
求
す
る
地
道
な
調
査
と
研
究
の
積

み
重
ね
を
継
続
し
て
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
本
書
は
、
江
戸
期
の
本
草
学

の
み
な
ら
ず
、
西
洋
博
物
学
、
近
代
自
然
科
学
が
日
本
で
受
容
し
発
達

し
た
過
程
を
知
る
上
で
、
一
読
を
お
薦
め
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
冊

で
あ
る
。

（
野
尻
佳
与
子
）

『
絵
で
読
む
江
戸
の
病
と
養
生
』

江
戸
日
本
の
視
覚
文
化
は
、
Ｔ
・
ス
ク
リ
ー
チ
の
『
大
江
戸
視
覚
革

命
』
（
一
九
九
八
年
、
作
品
社
）
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
界
に
誇
る

も
の
が
あ
っ
た
。
い
つ
ぽ
う
医
療
の
大
衆
化
が
は
じ
ま
り
、
病
気
や
健

康
に
関
す
る
知
識
へ
の
欲
求
は
今
日
と
変
わ
ら
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
病
気
や
医
療
に
関
わ
る
民
衆
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
、

視
覚
的
メ
デ
ィ
ア
が
も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
出
版
文
化
の
隆
盛
を
背
景
に
病
気
や
医
療
に
関
わ
る
錦
絵
な
ど
の

絵
解
き
刷
り
物
が
大
量
に
出
回
っ
た
。

本
書
は
、
昨
年
「
病
が
語
る
日
本
史
」
（
講
談
社
）
の
好
著
を
出
さ
れ

た
著
者
が
、
長
年
の
研
究
生
活
の
途
次
で
出
会
っ
て
こ
ら
れ
た
江
戸
時

代
に
刊
行
さ
れ
た
膨
大
な
病
気
と
医
療
に
関
わ
る
視
覚
資
料
の
中
か

ら
、
貴
重
で
興
味
深
い
も
の
を
選
り
す
ぐ
り
、
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

著
者
は
ま
ず
、
幕
末
に
刊
行
さ
れ
た
「
新
撰
病
草
紙
』
か
ら
江
戸
の

病
気
の
世
界
に
誘
い
込
む
。
こ
の
絵
巻
に
は
馴
染
み
の
研
究
者
も
多
い

が
、
著
者
は
取
り
上
げ
た
資
料
を
、
医
学
者
と
歴
史
家
の
二
つ
の
観
察

眼
が
一
つ
に
な
っ
た
眼
差
し
で
読
み
解
い
て
い
く
。

た
と
え
ば
「
嶢
虫
症
の
娘
」
に
つ
い
て
、
「
日
本
人
は
長
い
間
寄
生
虫

に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。
寄
生
虫
が
昔
物
語
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
も

か
な
り
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
供
が
か
か
る
嶢
虫
症
は
な

か
な
か
根
絶
し
に
く
い
。
嶢
虫
は
雌
が
十
ミ
リ
前
後
、
雄
が
二
～
五
ミ

酒
井
シ
ヅ
著


